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３年生が小学校の“授業補助”
進路が決定した３年生が２月中に，町内の三つの

小学校で授業補助（アシスタントティーチャー／ＡＴ）を行いました。

この取組は，本校生の地域貢献活動の一環として

今年度初めて実施するもので，高校生が与論島の教

育について課題意識をもつ機会にするとともに，授業

補助に入ることで，小学校が

児童一人一人に対してより細

やかな指導を可能にすること。

小学校と高等学校の連携強

化を図ることなどを目的として

います。

今回，ATを希望した３年生は９人。各小学校の行

事日程等の違いもあり，補助に入ったのは２日間から

９日間となりました。ＡＴを経験した生徒の一人は，

「子どもたちがとても元気。先生方が工夫する姿を間

近で見て，教育の奥深さを感じた」と話していました。

海洋教育サミットにオンラインで参加
２月11日に行われた第９回全国海洋教育サミット

（主催：東京大学大学院教育学研究科附属海洋教育センター，公益財団法人

日本財団）の実践研究発表に，１年生２人と２年生２人が

本校代表として参加しました。

発表テーマはそれぞれ，「観

光～与論経済の下支え」と

「ペットボトル削減からマイボ

トルへ」。生徒たちは，昨年12

月の総合的な探究の時間「ゆ

んぬ」発表会で頂いた助言等

を踏まえ，説明原稿を練り直し

て時間を調整したり，スライド

の構成を工夫したりするなど

の修正を重ね，この日の発表に臨みました。

昨年に続き，オンラインのみの開催となった今年の

サミットでは，海洋教育実践校と一般団体による実践

研究発表のほかに，「海洋教育のこれまでの10年と

これから」と題する参加型セッションも行われ，海洋教

育に係る様々な視点や課題，社会への提言について，

生徒たちが学びを広げ，深める機会になりました。

研究発表する１年生(上)と２年生(下)

児童と一緒に清掃 (与論小学校で)

豊かな人生を切り拓く～文化講演会
２月17日に，鹿児島国際大学国際文化学部の岩

下雅子先生（図書館情報学）と松尾弘徳先生（日本語学）を

講師にお迎えして，文化講演会を行いました。

この講演会は，生徒たちの

より良い将来に向けた進路

観や人生観の醸成を図ると

ともに，学校の文化活動の活

性化とその質的向上につな

ぐことを目的に，今年度初め

て実施するものです。

岩下先生は「読書の力で

豊かな人生を切り拓く」と題

し，読書の魅力や楽しみ方，

図書館活用術などについて。松尾先生は「『格助詞』

を手がかりにして，日本語文法の深層に触れてみよ

う」と題し，日本語の組み立てにおいて格助詞がいか

に大切な役割を担っているかということや大学で学ぶ

ことの意義についてお話しいただきました。

聴講した生徒たちは，「この時間で図書館のイメー

ジが変わった」，「普段使っている日本語について，

『なぜ』を追究するのは面白い」と話していました。

学校関係者評価委員会
２月18日に学校関係者評価委員会を行いました。

今年度２回目の実施となるこの日は，校長が今年

度後半の学校概況及び１月に実施した学校評価アン

ケートの職員評価の総括について説明したあと，各学

年主任が生徒評価と保護者評価について，現状分析

と今後の改善方針等を説明しました。

委員からは，自宅学習の状

況や地域・家庭との連携の在

り方，学習指導と学習評価の

改善などについて質問等があ

りました。頂いた意見や評価等は，今後の学校経営及

び教育活動の改善・充実に生かしていきます。

なお，第２回の委員会報告は，次号の『校長通信』

でお伝えするとともに，アンケート集計結果と併せて，

後日，本校ホームページに掲載する予定です。
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校長講話から 「VUCAの時代」を生きる／「18歳成年」に当たって（令和４年１月11日 3学期始業式）

おはようございます。2022年が始まりました。
「日本資本主義の父」と言われる渋沢栄一の生涯を描
いたＮＨＫ大河ドラマが昨年12月に最終回を迎えました。
商工業の発達に尽力した渋沢は，第一国立銀行の設立を
始め，約500もの会社の設立と，福祉や教育など約600
の社会事業に関わったことでも知られています。しかし，そ
の生涯は決して順風満帆ではありませんでした。
ドラマの最終回でも苦難が続きます。80歳を過ぎて経

験した関東大震災では渋沢はそれまで築き上げてきたも
のの多くを失います。また，長く心を痛め，解決に尽力して
きたアメリカの日本人移民排斥問題については，願いもむ
なしく「排日移民法」が成立してしまいます。さらに関東大
震災が発生した際に義援金を贈ってくれた中国で水害が
発生したときには，かつての恩に報いるため，渋沢が救援
募金を呼びかけ，多額の募金が寄せられました。しかし，直
後に起きた満州事変で中国側が救援物資の受け取りを
拒否したために，渋沢の思いは届かずに終わります。
ドラマでは，91歳の生涯を閉じた渋沢の追悼式の場面
で孫の敬三が，「全力を尽くしても，その成果は『棒ほど願
って針ほど叶う』ことばかりで…」と語ります。この「棒ほど
願って針ほど叶う」という諺は，棒ほど太くて大きな望みを
もっていても，実際は針ほどの細く小さな願いしか叶わな
いという意味です。確かに渋沢は最愛の妻をコレラで亡く
し，事業は思うにまかせず，刺客に命を狙われたこともあり
ます。渋沢が目指した戦争と貧困のない社会は，未だに実
現には程遠い状況です。しかし，数々の史料を基にドラマ
で描かれた渋沢の生き様に照らしてみると，この「棒ほど
願って針ほど叶う」という言葉は，「大きな望みをもって多く
を願ったからこそ，激動の時代であっても少しは叶うことが
あった」と解釈できるのではないかと思います。
ところで，語り部として登場した俳優の北大路欣也氏が
演じる徳川家康は，最終回で次のように語りました。

渋沢栄一の物語を閉じるに当たって，ぜひ皆さんに感じていた

だきたいことがあります。真心を込めて切り開いた彼らの道の先

を歩んでいるのはあなた方だということを。ぜひに。

「真心を込めて切り拓いた彼らの道の先」を歩んでいる
私たちが生きている現在は，「予測困難な時代」と言われ
ていますが，一般には「VUCAの時代」と言われます。
VUCAとは，Volatility（不安定），Uncertainty（不確

実），Complexity（複雑），Ambiguity（曖昧）という，今日の
世界の状況を表す四つの単語の頭文字を組み合わせた
もので，一言で言えば「先行きが不透明で，将来の予測が
困難な状態」を意味します。
渋沢栄一が生きた江戸末期から昭和の初めは激動の

時代ですが，そこでは手段は様々でも目指すべき方向が
はっきりしていました。これに対して，まったく先が読めない，
正解を計算できない現在では，人々に求められる力は，
「与えられる問題について速く正確に正解を出せる力」か
ら「誰も気づいていない新しい問題を発見・提起できる
力」にシフトしています。

では，どのようにすれば「新しい問題」を見つけることが
できるのか。ここで必要となるのが，近年，特にビジネスの
分野で盛んに言われている「美意識」です。
独立研究者で著作家の山口周氏は「美意識」につい

て，「みなが当たり前だと思っていることに対して『何かが
おかしい，美しくない』と思える審美的感性，さらには時代
感覚や世界観に基づいて『本来はこうあるべきではないの
か？』をイメージし，それを他者に伝えられる力」と定義した
上で，「『あるべき姿』を構想する力，現状を批判的に眺め
る態度を持たない人には『問題』を発見することも提起す
ることもできない」と述べています。
このようなVUCAの時代に学校はどうあるべきなのか。

学校教育の基本的な事柄を定めた学習指導要領も，これ
からの時代を生き抜いていく力の育成を前提として改訂さ
れました。本校は新しい学習指導要領の理念に基づき，
「予測が困難な時代を主体的に生き抜く力をもった生徒
を育成する」ことを重点目標に掲げ，昨年４月から学習指
導と学習評価の改善に取り組んでいます。みなさんも自宅
学習の在り方などを振り返ることが大切です。与えられた
課題に取り組むだけでなく，単元シラバスや年間授業計画
を基に，自分の学習計画や学習方法を工夫しながら，授
業中の疑問や関心をもった事柄について図書室などで調
べたり，友人と意見交換したりするなど，自分から知識やス
キルを獲得していく学びへシフトすることが大切です。
さらに今年はもう一つ，みなさんに関係する大きな変化

があります。民法の一部を改正する法律（2018年６月公布）
が今年４月から施行されます。これにより，1876（明治９）年
から140年余り続いた成年年齢は，20歳から18歳に引
き下げられ，高校生は在学中に成年に達することになりま
す。「18歳成年」は，18歳が「保護」されるべき存在から，
「自立」した存在と認められるということを意味します。
したがって，これからの高校には，生徒の「自己決定の

尊重」が重要になるとともに，選挙権年齢の引き下げと相
まって，積極的な社会参画を促し，よりよい社会の形成者
になることを目指した教育が求められます。与論島では
「島立ち」という言葉がよく使われますが，18歳が真に自
立した存在となるために，私たち教職員は「高校生を大人
に育てる」という視点で一人一人に向き合っていきます。
先行きが不透明で正解を計算できないVUCAの時代

は，見方を変えれば可能性に満ちた時代でもあります。渋
沢栄一が生きた時代と状況は大きく異なりますが，よりよ
い人生と社会の実現に向けて，一人一人が自立した大人
として卒業後も学び続け，大きな望みをもって多様な人々
と協働すれば，叶えられることはいくつもあると思うのです。
これからの時代をどう生きるか，そのためにどのように学
ぶか，真の「自立」に向け，自分はどのように行動すべきか
をしっかりと考え，一日一日を大切に過ごしてください。□
【引用・参考文献】大森美香・豊田美加『青天を衝け 四』2021年，NHK出版
／山口周『世界のエリートはなぜ「美意識」を鍛えるのか？ 経営における
「アート」と「サイエンス」』2017年，光文社新書／ポーリーン・ブラウン
（山口周 監訳）『ハーバードの美意識を磨く授業』2021年，三笠書房


